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MWPC READOUT SYSTEMMWPC READOUT SYSTEMMWPC READOUT SYSTEMMWPC READOUT SYSTEM    
 

2000年 1月 26日 KEK 回路室 
 
1 概要 
 

本MWPC Readout Systemは、特殊 VMEクレート、VMEコントローラー、PORQ 
(Control Signal Distributor)、HOG (Signal Latch)および ASD Boardから構成される。 

クレートは、21スロット 6U VMEで、左側 5スロットは標準の J1/J2バックプレ
ーンでデータ読み出しやコントロールのための標準 VME モジュールを挿入することがで
きる。 右側 16 スロットは標準の J1 バックプレーンと特殊 J2 バックプレーンからでき
ており、最も右側のスロットは PORQモジュール専用、残り 15スロットはHOGモジュー
ル専用である。特殊J2バックプレーンは、PORQとHOGモジュールに-5.2V、+3.3Vと-3.3V
を供給するとともに、PORQ から供給されるコントロール信号を HOG に配信する働きを
する。HOGは、ASD Boardからのヒット信号を受信し、PORQからの制御信号によりヒ
ット信号をラッチするモジュールである。データは、VME コントローラー(市販品)により
読み出される。PORQと HOGはそれぞれ専用スロットのみに挿入してください。J2コネ
クターを使用した標準 VMEモジュールの PORQ、HOG専用スロットへの挿入は、絶対に
やめてください。また ASD Boardは、回路室で開発された CXA3183Q (SONY) ICを用い
たボート以外は使用できません。 
 

 
2 動作説明 
 
2.1 PORQモジュール 

 
 PORQ は、下記のコントロール信号を生成または外部から受信し、特殊 J２バッ
クプレーンを経由して HOGに配信する。 
 
CLK 

制御クロック。内臓 50MHzと外部からのNIMレベルのクロックを切り替えるこ
とができる。切り替えは、ジャンパー・スイッチ SW4。 

INIT 
PORQと HOGの初期化信号。外部からの NIM信号と VMEからの命令の OR。
Delayを変更後は、INITの発信を必要とする。 
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CLR 
HOGのための Clear信号。Trigger信号によるデータ処理が終了後、自動的に生
成される。 

Trigger 
外部からの NIM信号または VMEからの命令により生成される。また、Test Pulse
出力後、設定された時間後に自動的に生成されることもできる。 

Event Number (8-bit) 
Trigger信号により増加する内臓 8-bitカウンターの値。 INIT信号および VME
からの命令によりクリヤーされる。 

Gate Width 1 (4-bit) 
HOGが ASDからの信号をラッチする時のゲート幅を決める。ゲート幅は、CLK
周期と 4-bitの値の積となる。値はディップ・スイッチ SW6により決める。 

Gate Width 2 (4-bit) 
HOGが ASDからの信号をラッチする時のゲート幅を決める。ゲート幅は、CLK
周期と 4-bitの値の積となる。値は VMEからの書き込みにより決める。 

Delay 1 (6-bit) 
ASD からの信号用デジタル遅延回路の設定値を与える。遅延長は、CLK 周期と
6-bitの値の積となる。値はディップ・スイッチ SW5により決める。 

Delay 2 (6-bit) 
ASD からの信号用デジタル遅延回路の設定値を与える。遅延長は、CLK 周期と
6-bitの値の積となる。値は VMEからの書き込みにより決める。 

Vth 1 
ASD用の閾値電圧。フロントパネルのポテンショメーターまたは 8-bit DAC（VME
からの書き込み）により決める。切り替えは、ジャンパー・スイッチ SW15。また
極性の切り替えは、ジャンパー・スイッチ SW9、10、11。アノード用は負電圧、
カソード用は正電圧で、±500mVの範囲で設定する。値はフロントパネル上のテ
ストピンおよび内臓 8-bit ADCによりモニター可能。 

Vth 2 
ASD用の閾値電圧。フロントパネルのポテンショメーターまたは 8-bit DAC（VME
からの書き込み）により決める。切り替えは、ジャンパー・スイッチ SW16。また
極性の切り替えは、ジャンパー・スイッチ SW12、13、14。アノード用は負電圧、
カソード用は正電圧で、±500mVの範囲で設定する。値はフロントパネル上のテ
ストピンおよび内臓 8-bit ADCによりモニター可能。 

Test Pulse 
外部からの NIM信号または VMEからの命令により生成される。 極性は、VME
からの命令で可変。Trigger 信号が設定された時間後に自動生成される。Trigger
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信号生成のマスクは VMEからの命令で行う。時間の設定は内部の 8-bitレジスタ
への書き込みで行う。値は CLK周期と 8-bitの値の積となる。 

 
 また、PORQは Busy信号を NIMレベルで出力します。Busy信号は Trigger信
号の受信で 1となり、全HOGモジュールがヒット・データを FIFOメモリに格納終了後 0
となる。 
 
2.2 HOGモジュール 

 
 HOGは、J2バックプレーン経由で PORQから供給される各種コントロール信号
を用いて、ASD Boardからの信号の処理を行う。HOGは、ASD Boardからの LVDSレベ
ルのヒット信号を受信しFIFOを用いたデジタル遅延回路に入力する。 1つのASD Board
は 16チャンネルから構成されており、1台の HOGで最大 4つの ASD Board（合計 64チ
ャンネル）を読み出すことができる。各 ASD Boardからのヒット信号は ASD Boardごと
に 16チャンネルORされNIM信号としてフロントパネルから出力される。またHOGは、
+3.3Vと-3.3Vの電源を ASD Boardに供給する。さらに閾値電圧（Vth）と Test Pulseを
ASD Boardに供給する。Test Pulseの極性は、ジャンパー・スイッチ SY30により切り替
え可能である（PORQ 上でも VME からの命令で切り替えられるので注意）。閾値電圧は、
J2バックプレーンから 2種類供給されており（Vth 1とVth 2）、ジャンパー・スイッチSW9、
10により一方を選択する。デジタル遅延回路の遅延量は、J2バックプレーンから与えられ
る 6-bitの信号Delay 1またはDelay 2で決定される。 Delay 1またはDelay 2の選択は、
ジャンパー・スイッチ SW5により決める。実際の遅延長は、CLK周期と 6-bitの値の積と
なる。遅延値の変更は、PORQから行ない、PORQからの INIT信号の受信で有効になる。 
デジタル遅延回路からの出力は、Gate Latch回路により Trigger信号のタイミングでラッ
チされる。Trigger 信号は J2 バックプレーンから供給される。ラッチの際のゲート幅は、
Gate Width 1と Gate Width 2の 4-bit信号 2種類が供給されており、ジャンパー・スイッ
チ SW6により切り替えられる。遅延信号の立ち上りまたは立ち下りのタイミングがゲート
内に来た時にヒットとみなされる。立ち上り（アノード信号時）と立ち下り（カソード信

号時）のどちらをとるかは、ジャンパー・スイッチ SW4 で決める。ゲート幅は、CLK 周
期と 4-bitの値の積である。ラッチされたヒット・データは、8-bitの Event Numberとと
もに FIFOメモリに格納される。最大、トリガー819回分のデータを保持することができる。 
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3 仕様 
 
3.1 フロントパネル 

 
PORQ、HOGのフロントパネルには次のように、入出力端子、ポテンショメーター、

LEDが装備されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

# PORQのフロントパネル 
1 Vth 1設定用ポテンショメーター 
2 Vth 2設定用ポテンショメーター 
3 外部クロック（CLK）入力（NIM） 
4 トリガー（Trigger）入力（NIM） 
5 テストパルス（Test Pulse）入力（NIM） 
6 システム初期化信号（INIT）入力（NIM） 
7 Busy出力（NIM） 
8 VMEアクセス時点灯 
9 Vth 1用テスト電圧出力端子 

10 グラウンド出力端子 
11 Vth 2用テスト電圧出力端子 
12 Busy出力時点灯 

PORQPORQPORQPORQ    
        8 
 
         9 
         10 
 
         11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      12 

6

4

5

7

3

2
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3.2 PORQの VME BUSインターフェイス 

 
アクセス・モード ： A24 
データ転送モード ： word (D16) 
アドレス・スペース ： BA + 0x0  ~  BA + 0xe 

上位 20-bit (A4-23)のベース・アドレスはディップ・スイッチで設定する。
SW19(A4-7)、SW18(A8-15)、SW17(A16-23)。基板上のシルクを参照。 

アドレス・マップ ： レジスタ・アドレス ： BA + 0x0  ~  BA + 0xe 
 
3.3 HOGの VME BUSインターフェイス 

 
アクセス・モード ： A24 
データ転送モード ： word (D16) 

# HOGのフロントパネル 
1 20対ツイストペア・ケーブル コネクター。0 – 15 ch
の ASD Boardからのヒット信号（LVDS）の入力と、
Vth電圧、Test Pulse信号の出力。電源も ASD Board
に供給する。 

2 20対ツイストペア・ケーブル コネクター。16 – 31 ch
の ASD Boardからのヒット信号（LVDS）の入力と、
Vth電圧、Test Pulse信号の出力。電源も ASD Board
に供給する。 

3 20対ツイストペア・ケーブル コネクター。32 – 47 ch
の ASD Boardからのヒット信号（LVDS）の入力と、
Vth電圧、Test Pulse信号の出力。電源も ASD Board
に供給する。 

4 20対ツイストペア・ケーブル コネクター。48 – 63 ch
の ASD Boardからのヒット信号（LVDS）の入力と、
Vth電圧、Test Pulse信号の出力。電源も ASD Board
に供給する。 

5 0 – 15 ch のヒット信号の OR出力（NIM）。 
6 16 – 31 ch のヒット信号の OR出力（NIM）。 
7 32 – 47 ch のヒット信号の OR出力（NIM）。 
8 48 – 63 ch のヒット信号の OR出力（NIM）。 

HOGHOGHOGHOG    

4 

6

2 1 

3 

5

7 8
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アドレス・スペース ： BA + 0x0  ~  BA + 0x6 
上位21-bit (A3-23)のベース・アドレスはシップ・スイッチで設定する。SW3(A3-7)、
SW2(A8-15)、SW1(A16-23)。基板上のシルクを参照。 

アドレス・マップ ： レジスタ・アドレス ： BA + 0x0  ~  BA + 0x6 
 
3.4 PORQのスイッチ設定 

 
SW4 ： 内部 CLK（INT）と外部 CLK（EXT）の切り替え。INT時は内臓の 50MHz

となります。EXT時はフロント・パネル CLKから NIM信号で入力。基板上のシ
ルク”EXT”、”INT”を参照。 

SW6 ： Gate Width 1の値を決めるディップ・スイッチ。4-bit。基板上のシルク”G0-3”
および矢印を参照。 

SW5 ： Delay 1 の値を決めるディップ・スイッチ。6-bit。基板上のシルク”DLY0-5”
および矢印を参照。 

SW15 ： Vth 1の設定にフロント・パネルのポテンショメーターを使うか DACを使う
かを選ぶ。2つのジャンパーを一緒に同一方向に設定する。基板上のシルク”POT”
（ポテンショメーター）、”DAC”を参照。 

SW9、10、11 ： Vth 1 の極性を設定。3 つのスイッチを一緒に同一方向に設定する。
基板上のシルク”＋”、”－”を参照。 

SW16 ： Vth 2の設定にフロント・パネルのポテンショメーターを使うか DACを使う
かを選ぶ。2つのジャンパーを一緒に同一方向に設定する。基板上のシルク”POT”
（ポテンショメーター）、”DAC”を参照。 

SW12、13、14 ： Vth 2 の極性を設定。3 つのスイッチを一緒に同一方向に設定する。
基板上のシルク”＋”、”－”を参照。 

 
3.5 HOGのスイッチ設定 

 
SY30 ： Test Pulseの極性を決める。基板上のシルク”POS”、”NEG”を参照。 
SW4 ： 入力信号の極性を決める。アノード信号の時は”NEG”、カソード信号の時

は”POS”に設定する。 
SW9、10 ： Vth 1と Vth 2の切り替え。2つのスイッチを一緒に同一方向に設定

する。基板上のシルク”VTH1”、”VTH2”を参照。 
SW5 ： Delay 1と Delay 2の切り替え。基板上のシルク”SW”は Delay 1を、”PROG”

は Delay 2を意味する。 
SW6 ： Gate Width 1とGate Width 2の切り替え。基板上のシルク”SW”はGate Width 

1を、”PROG”は Gate Width 2を意味する。 
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4 ソフトウェア・インターフェイス 
 
4.1 PORQのレジスタの説明 

 
4.1.1 Etc Control Register 

 
アドレス・スペース ： BA + 0 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 書き込み 
 
レジスタへの書き込みにより、コントロール信号の生成を行う。 
 

15  14  13  12  11  10  9  8  7  6  5  4         3          2      1     0 
N/U ECNT Reset TRIG INIT Test 

 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRITION 
15 – 4 N/U  未使用。 

3 ECNT Reset W 1 を書き込むことにより PORQ の 8-bit Event 
Counterをリセットする。 

2 TRIG W １を書き込むことにより Test Triggerを生成する。 
1 INIT W １を書き込むことにより PORQ と HOG 全体を初期

化する。 
0 Test W 1を書き込むことにより Test Trigger、Test Pulseを

生成する。Test Pulseと Test Triggerの相対的なタイ
ミングは、Miscellaneous Control Registerにおいて
設定する。 
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4.1.2 Event Number Register 

 
アドレス・スペース ： BA + 2 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し 
 
Event Numberは 8-bitカウンターで、TRIG信号によりカウント・アップされる。0から
カウントして 255まで達すると、次の TRIGで 0に戻る。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

N/U ECNT[7:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 8 N/U  未使用。 
7 – 0 ECNT[7:0] R PORQの 8-bit Event Counterの値を表す。 

 
4.1.3 Delay Register 

 
アドレス・スペース ： BA + 4 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し、書き込み 
 
Delay 2の値の書き込みと、Delay 1および Delay 2の値の読み込み。設定は 6-bitで行な
い、CLK周期と 6-bit値の積が遅延値となる。変更を有効にするには INIT信号を発信して
下さい。 
 
15  14   13   12   11   10    9    8    7   6     5    4    3    2    1    0 

N/U DLYD[5:0] N/U DLYC[5:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 14 N/U  未使用。 
13 – 8 DLYD[5:0] R PORQ上のディップ・スイッチ SW5での値。Delay 1

の値となる。 
7 – 6 N/U  未使用。 
5 – 0 DLYC[5:0] R/W VMEからの Delayの設定。Delay 2の値となる。 

 



 9 

4.1.4 Vth Read Register 

 
アドレス・スペース ： BA + 6 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し 
 
閾値電圧 Vth 1と Vth 2の値が 8-bit ADCにより変換されており、その値を読むことがで
きる。値は絶対値で、9.6 mV x 8-bit値となる。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

VTH2R[7:0] VTH1R[7:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 8 VTH2R[7:0] R Vth 2の電圧値。 
7 – 0 VTH1R[7:0] R Vth 1の電圧値。 

 
4.1.5 Gate Width Register 

 
アドレス・スペース ： BA + 8 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し、書き込み 
 
Gate Width 2の値の書き込みと、Gate Width 1および Gate Width 2の値の読み込み。設
定は 4-bitで行ない、CLK周期と 4-bit値の積が遅延値となる。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

N/U GATED[3:0] N/U GATEC[3:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 12 N/U  未使用。 
11 – 8 GATED[3:0] R PORQ 上のディップ・スイッチ SW6 での値。Gate 

Width 1の値となる。 
7 – 4 N/U  未使用。 
3 – 0 GATEC[3:0] R/W VMEからの Gate Widthの設定。Gate Width 2の値

となる。 
 



 10 

4.1.6 Vth Set Register 

 
アドレス・スペース ： BA + A 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 書き込み 
 
8-bit DACにより、閾値電圧 Vth 1と Vth 2の値を設定する。ただし Vth 1は SW9、10、
11により、Vth 2は SW12，13，14により DACが有効時のみ意味を持つ。値は絶対値で、
10 mV x 8-bit値となる。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

VTH2D[7:0] VTH1D[7:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 8 VTH2D[7:0] W Vth 2の電圧値。 
7 – 0 VTH1D[7:0] W Vth 1の電圧値。 

 
4.1.7 Test Pulse Delay Register 

 
アドレス・スペース ： BA + C 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し,書き込み 
 
Test Pulse信号により自動的に生成される Trigger信号の、Test Pulse信号からの遅延値を
8-bitで設定する。遅延値は、CLK周期と 8-bit値の積である。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

N/U TDLY[7:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 8 N/U  未使用。 
7 – 0 TDLY[7:0] R/W Test Pulse – Trigger間の遅延値。 
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4.1.8 Miscellaneous Control Register 
 
アドレス・スペース ： BA + E 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し,書き込み 
 
ステータス・レジスタの読み出しと書き込み。 
 
15                        7    6      5      4        3       2       1      0 

N/U Mask POL VTH2P VTH1P DAC2 DAC1 Busy 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 7 N/U  未使用。 

6 Mask R/W Trigger 信号のマスク。１でマスク、0 でマスク・オ
フとなる。デフォルトは 0。 

5 POL R/W Test Pulseの極性を設定する。1で負極性、0で正極
性。デフォルトは 0｡ 

4 VTH2P R Vth 2に対する極性の設定状態（SW12、13、14）を
表す。1ならば正、0ならば負。 

3 VTH1P R Vth 1に対する極性の設定状態（SW9、10、11）を表
す。1ならば正、0ならば負。 

2 DAC2 R Vth 2の設定方法を表す。1ならば DAC、0ならばポ
テンショメーター。 

1 DAC1 R Vth 1の設定方法を表す。1ならば DAC、0ならばポ
テンショメーター。 

0 Busy R PORQ と HOG モジュールの Busy 信号。1 ならば
Busy、0ならば not Busy。 
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4.2 HOGのレジスタの説明 

 
4.2.1 Data Read 

 
アドレス・スペース ： BA + 0 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し 
 
Event Numberとヒット・データの読み出し。FIFOメモリで、データは一度アクセスされ
る度に、次のデータに更新される。Event Numberは、PORQでの Event Counterの値が
渡されたものである。 
 
15   14   13   12   11   10    9    8    7    6    5    4    3    2    1    0 

DATA[15:0] 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 0 DATA[15:0] R FIFOメモリから Event Numberとヒット・データを

読み出す。1 イベント(1 Trigger)につき 5 ワード（5
回）読み出す必要がある。1回目の読み出しで Event 
Numberが得られる。2回目は 0 – 15 ch、3回目は
16 – 31 ch、4回目は 32 – 47 ch、5回目は 48 – 63 ch
のヒット・データがそれぞれ得られる。Event 
Number は 8-bit で与えられるので、下位 8-bit のみ
有効。 
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4.2.2 Reset-Clear Register 
 
アドレス・スペース ： BA + 2 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 書き込み 
 
レジスタへの書き込みにより Reset信号または Clear信号を生成し、HOGのリセットを行
う。リセットには、HOG全体のリセット（全初期化）と、FIFOメモリ以外のリセットが
ある。HOG は、Reset 信号または J2バックプレーン経由で PORQ から出力される INIT
信号により全初期化される。また、Clear信号または J2バックプレーン経由で PORQから
出力される CLR信号により FIFO以外の初期化が行われる。Delay 1または Delay 2の変
更後は、全初期化が必要である。 
 
15  14  13  12  11  10   9    8    7    6    5    4    3    2     1       0 

N/U Reset Clear 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 – 4 N/U  未使用。 

1 Reset W HOGの全初期化。 
0 Clear W FIFOを除く初期化。 
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4.2.3 Status Register 
 
アドレス・スペース ： BA + 4 
データ転送モード ： D16 
アクセス  ： 読み出し 
 
HOGの設定状態と FIFOメモリの状態の読み出し。 
 
15      14      13    12    11     10     9   8   7   6   5   4   3   2   1  0 
Full Empty TPOL POL Gate Delay Vth N/U 
 

BIT # MNEMONIC MODE DESCRIPTION 
15 Full R FIFOメモリの Full Flagを表す。1ならば full、0な

らば not full。 
14 Empty R FIFOメモリの Empty Flagを表す。1ならば empty、

0ならば not empty。 
13 TPOL R Test Pulse の極性の設定（ジャンパー・スイッチ

SY30）を表す。1ならば POS、0ならば NEG。 
12 POL R 入力信号の極性に設定（ジャンパー・スイッチ SW4）

を表す。0 ならばアノード信号用、1ならばカソード
信号用。 

11 Gate R Gate Widthの設定（ジャンパー・スイッチ SW6）を
表す。0ならば Gate Width 1 (“SW”)、1ならば Gate 
Width 2 (“PROG”)が選択されている。 

10 Delay R Delayの設定（ジャンパー・スイッチ SW5）を表す。
0ならば Delay 1 (“SW”)、1ならば Delay 2 (“PROG”)
が選択されている。 

9 Vth R ASD 用の閾値電圧の設定（ジャンパー・スイッチ
SW9,10）を表す。0ならば Vth 1、1ならば Vth 2が
選択されている。 

8 – 0 N/U  未使用。 
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5 使い方 
 
5.1 パラメーターの設定 

 
設定可能なパラメーターは、以下の通りである。 
1. 制御クロック CLK（内臓 50MHzまたは外部から） 
2. 閾値電圧 Vth（ポテンショメーターまたは VME書き込みによる DAC、Vth 1ま
たは Vth 2） 

3. ゲート幅 Gate Width（ディップ・スイッチまたは VME書き込み） 
4. アノード用、カソード用切り替え 
5. ヒット信号の遅延時間 Delay（ディップ・スイッチまたは VME書き込み） 
6. Test Pulse（外部からまたは VME書き込み、極性） 
7. ASD Boardへの電源電圧 
 
次にパラメーター設定の詳細について述べる。 
 

5.1.1 制御クロックの選択 

 
CLKは PORQ上のジャンパー・スイッチ SW4により、内部 CLK（50MHz）、外

部 CLKが選択できる。SW4を INIにすると内部 CLK、EXTにすると外部 CLKに設定さ
れる。外部 CLKは PORQのフロントパネル上の LEMOコネクターから NIM信号で入力
する。 

 
5.1.2 Test Pulseの極性の設定 

 
 Test Pulseの極性の設定は、PORQと HOGからでき、2つの設定の組み合わせで
決まる。PORQでの極性の設定は、VMEからのMiscellaneous Control Register (4.1.8参
照)への書き込みでのみ行える。POL = 1で負極性、POL = 0で正極性となる。HOGでの
極性の設定は、HOG上のジャンパー・スイッチ SY30を用いて行う。 
 

 PORQ: POL (Test Pulse) HOG: SY30 (Test Pulse) HOG: SW4 
アノード読み出し POL = 1 (NEG) POS NEG 
アノード読み出し POL = 0 (POS) NEG NEG 
カソード読み出し POL = 1 (NEG) NEG POS 
カソード読み出し POL = 0 (POS) POS POS 
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5.1.3 アノード読み出し、カソード読み出しの設定 

 
アノード読み出し、カソード読み出しの切り替えは、HOG 上のジャンパー・スイ

ッチ SW4で行う。”NEG”はアノード用、”POS”はカソード用である。 
 
5.1.4 閾値電圧の設定 

 
PORQのは ASD Boardに対する閾値電圧として、Vth 1と Vth 2という 2つの値

を設定できる。それぞれの電圧設定は、DACもしくはポテンショメーターから行うことが
できる。どちらの設定を用いるかは、Vth 1については PORQ上のジャンパー・スイッチ
SW15で、Vth 2については PORQ上のジャンパー・スイッチ SW16で選択する。DACを
選択した場合は、VMEからの書き込みにより設定する(Vth Set Register)。極性は、PORQ
上のジャンパー・スイッチ(Vth 1 : SW9,10,11,  Vth 2 : SW12,13,14)で設定する。HOGが
Vth 1とVth 2のどちらの電圧を閾値として選ぶかは、HOG上のジャンパー・スイッチSW9、
10で選択する。アノード用は負電圧、カソード用は正電圧であり、100mVぐらいが目安で
ある。 
 
5.1.5 ゲート幅の設定 

 
PORQはゲート幅として、Gate Width 1と Gate Width 2という 2つの値を設定で

きる。Gate Width 1は PORQ上の 4-bitディップ・スイッチ SW6により、Gate Width 2
はVMEからのGate Width Registerへの書き込みにより設定される(Gate Width Register)。
HOGが Gate Width 1と Gate Width 2のどちらの値をゲート幅に選ぶかは、HOG上のジ
ャンパー・スイッチ SW9で選択する。ゲート幅は CLKの周期と 4-bit値の積となる。 
 
5.1.6 遅延時間の設定 

 
PORQは遅延時間として、Delay 1と Delay 2という 2つの値を設定できる。Delay 

1 は PORQ 上のディップ・スイッチ SW6(6-bit)により、Delay 2 は VME からの Delay 
Registerへの書き込みにより設定される(Delay Register)。HOGが Delay 1と Delay 2の
どちらの値をゲート幅に選ぶかは、HOG 上のジャンパー・スイッチ SW5 で選択する。遅
延時間は CLKの周期と 6-bit値の積となる。設定変更は、初期化（INIT）を行う必要があ
ります。 
 
5.1.7 Test Pulse Triggerの設定 
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PORQは、VMEからの書き込みによりTest PulseとTrigger信号を生成できる(Etc 
Control Register)。Test Pulse出力時には、Test Pulseから設定された遅延時間後に自動的
に Trigger 信号が生成される。この遅延時間の設定は、PORQ 上の Test Pulse Delay 
Registerにより行う。遅延時間は CLKの周期と 8-bit値の積となる。 

 
5.1.8 ASD Boardへの電源電圧の設定 

 
 本システムでの+3.3Vと-3.3V は、ASD Boardと閾値電圧の生成のためのもので
す。これらの電圧は、実際の使用の時に ASD Board 上での電圧が+3.0V、-3.0V になる様
に調整してください。ASD Boardと HOGを繋ぐケーブルの長さにより電圧降下が異なる
ため、実際のセットアップで調整してください。 
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6 Pin Assignment 
 

ASD Boardと HOGを繋ぐツイスト・ケーブルのピン配置は以下のとおりです。 
 
Pin No. Name Name Pin No. 

1 GND Vth 2 
3 -3.3V GND 4 
5 +3.3V +3.3V 6 
7 Test Pulse /Test Pulse 8 
9 Hit0 /Hit0 10 
11 Hit1 /Hit1 12 
13 Hit2 /Hit2 14 
15 Hit3 /Hit3 16 
17 Hit4 /Hit4 18 
19 Hit5 /Hit5 20 
21 Hit6 /Hit6 22 
23 Hit7 /Hit7 24 
25 Hit8 /Hit8 26 
27 Hit9 /Hit9 28 
29 Hit10 /Hit10 30 
31 Hit11 /Hit11 32 
33 Hit12 /Hit12 34 
35 Hit14 /Hit14 36 
37 Hit15 /Hit15 38 
39 Hit16 /Hit16 40 

 
PORQと HOG用の J2コネクターのピン配置を以下に示します。CLK、Trigger、

Test Pulseの信号は、PORQから各 HOGモジュールまでの時間遅延が同じになる様に、
J2バックプレーン上で等長配線されています。その他の信号線、RSVはバス配線になって
います。 
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PORQの J2コネクター 
Pin No. ROW A ROW B ROW C 

1 +5V +5V +5V 
2 GND GND GND 
3 +3.3V +3.3V +3.3V 
4 +3.3V +3.3V +3.3V 
5 -3.3V -3.3V -3.3V 
6 -3.3V -3.3V -3.3V 
7 -5.2V -5.2V -5.2V 
8 -5.2V -5.2V -5.2V 
9 GND GND GND 
10 Vth 1 Vth 1 Vth 1 
11 Vth 2 Vth 2 Vth 2 
12 GND GND GND 
13 NC +5V NC 
14 NC Gate Width 1-3 NC 
15 NC Gate Width 1-2 NC 
16 Delay 1-5 Gate Width 1-1 Delay 2-5 
17 Delay 1-4 Gate Width 1-0 Delay 2-4 
18 Delay 1-3 Gate Width 2-3 Delay 2-3 
19 Delay 1-2 Gate Width 2-2 Delay 2-2 
20 Delay 1-1 Gate Width 2-1 Delay 2-1 
21 Delay 1-0 Gate Width 2-0 Delay 2-0 
22 NC GND NC 
23 RSV Event Number 7 RSV 
24 Test Pulse Event Number 6 RSV 
25 Test Pulse Event Number 5 /Busy 
26 Test Pulse Event Number 4 /INIT 
27 Test Pulse Event Number 3 /CLR 
28 GND Event Number 2 GND 
29 CLK Event Number 1 /Trigger 
30 CLK Event Number 0 /Trigger 
31 CLK GND /Trigger 
32 CLK +5V /Trigger 
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HOGの J2コネクター 
Pin No. ROW A ROW B ROW C 

1 +5V +5V +5V 
2 GND GND GND 
3 +3.3V +3.3V +3.3V 
4 +3.3V +3.3V +3.3V 
5 -3.3V -3.3V -3.3V 
6 -3.3V -3.3V -3.3V 
7 -5.2V -5.2V -5.2V 
8 -5.2V -5.2V -5.2V 
9 GND GND GND 
10 Vth 1 Vth 1 Vth 1 
11 Vth 2 Vth 2 Vth 2 
12 GND GND GND 
13 NC +5V NC 
14 NC Gate Width 1-3 NC 
15 NC Gate Width 1-2 NC 
16 Delay 1-5 Gate Width 1-1 Delay 2-5 
17 Delay 1-4 Gate Width 1-0 Delay 2-4 
18 Delay 1-3 Gate Width 2-3 Delay 2-3 
19 Delay 1-2 Gate Width 2-2 Delay 2-2 
20 Delay 1-1 Gate Width 2-1 Delay 2-1 
21 Delay 1-0 Gate Width 2-0 Delay 2-0 
22 NC GND NC 
23 RSV Event Number 7 RSV 
24 GND Event Number 6 RSV 
25 GND Event Number 5 /Busy 
26 GND Event Number 4 /INIT 
27 Test Pulse Event Number 3 /CLR 
28 GND Event Number 2 GND 
29 GND Event Number 1 GND 
30 GND Event Number 0 GND 
31 GND GND GND 
32 CLK +5V /Trigger 

 


